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第１章 基本的な考え方 

 

第１節 趣旨 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

我が国は平成20年（2008年）をピークに人口減尐が続き、この状況が続けば「人口減尐が地域経済の

縮小を呼び、地域経済の縮小が人口減尐を加速させる」という負のスパイラル（悪循環の連鎖）に陥る

リスクが高まります。人口急減・超高齢化という国が直面する大きな課題に対して、国や地方が一体と

なって取り組み、各地域がそれぞれの特徴を活かした自立的で持続的な社会を創生することを目指して、

平成26年（2014年）11月に「まち・ひと・しごと創生法」が施行され、国は「まち・ひと・しごと創生

長期ビジョン」及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

湯河原町の人口は、平成22年（2010年）で26,847人（平成22年国勢調査）ですが、国立社会保障・人

口問題研究所によると、平成47年（2035年）には20,000人を割り込むと推計されており、人口減尐問題

への対策が急務となっています。こうした中、地方自治体には地方版総合戦略の策定が求められており、

平成27年に長期的な人口の将来展望を示した「湯河原町人口ビジョン」を踏まえ、持続可能なまちづく

りに向けた戦略的な政策展開に向けて、「湯河原町総合戦略」を策定しました。 

このたびの改訂は、ＰＤＣＡサイクルによる点検・評価に基づき総合戦略の見直しをすることで、ま

ちの将来像への実現につなげるものです。 

 

第２節 総合戦略の位置づけ 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

策定にあたっては、町の平成22年（2010年）策定の「ゆがわら2011プラン（湯河原町新総合計画）」

の基本構想・基本計画、実施計画との整合を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本構想 

基本計画 

（後期計画） 

実施計画 

湯河原町総合戦略 

 

 

 KPI 

（Key Performance Indicator） 

重要業績評価指標 

整 合 

相 互 
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第３節 計画期間 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

総合戦略の期間は、平成27年度（2015年）から平成31年度（2019年）までの５年間とします。 

 

 

第４節 まちの将来像実現に向けた取り組み 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

≪まちの将来像（ゆがわら2011プラン）≫ 

 

 

湯河原町は、古くから名湯として伝えられる湯量豊かな温泉と四季を通じ温暖な気候に恵まれ、多く

の文人墨客に愛された観光地として、また、人と人とのふれあいを大切にし、歴史や文化、教養を尊ぶ

「やすらぎの里」として発展してきました。 

温泉、史跡、産業や海、山、川などの優れた自然環境といったかけがえのない財産を守り、はぐくみ

ながら次の世代に引き継ぎ、誰もが暮らしやすい町、国の内外から訪れたいと思われる四季彩のまち・

湯河原にしていくことが、私たち町民の務めです。 

このような中で、本町の人口は、長期にわたる自然減と近年の社会減によって、平成７年（1995年）

をピークに減尐傾向にあり、尐子化と高齢化が進展しています。こうした傾向は労働力人口の減尐を招

き、地域経済規模の縮小や基幹産業である観光への影響も心配され、守ってきた自然環境やはぐくんで

きた伝統文化などを、次の世代に円滑に継承できないことが懸念されます。 

まちの将来像実現のためには、人口減尐を抑制しバランスのとれた人口構成を確保することが最も重

要であり、就労・雇用の創出により社会減の抑制を図る「しごとづくり」、本町の恵まれた資源を活用

した移住促進策により社会増の増加を図る「新たなひとの流れづくり」、若い世代の希望をかなえ自然

減の抑制を図る「結婚・出産・子育ての環境づくり」、また湯河原の特性を活用し健康寿命日本一を目

指す「人口減尐・高齢化社会に対応したまちづくり」を柱とする施策の展開が必要です。 

こうした状況を踏まえ、「ゆがわら2011プラン（湯河原町新総合計画）」のまちの将来像である『湯け

むりと笑顔あふれる四季彩のまち 湯河原』の実現を目指すために、自治の主役である町民と議会と町

の三者がお互いの責任と役割を自覚し協働しつつ、産官学金労言の各分野からのご意見をあおぎながら、

本町の地方版総合戦略である「湯河原町まち・ひと・しごと創生総合戦略プラン」を策定し、「湯河原

町人口ビジョン」で示された将来人口の確保に向けた取り組みを推進します。  



3 

 

 

第２章 基本目標 

 

第１節 「まち・ひと・しごと創生」政策５原則 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

人口減尐の抑制と本町の更なる創生を確実に実現するため、国の総合戦略で掲げられている「「ま

ち・ひと・しごと創生」政策５原則」を踏まえたものとします。 

 

１【自 立 性】 各施策、構造的な問題に対処し、地方公共団体等の自立につながるようにす

る。 

２【将 来 性】 地方が自主的かつ主体的に、前向きに取り組むことを支援する施策に重点を

置く。 

３【地 域 性】 各地域の実態に合った施策を支援することとし、各地域は客観的データに基

づき実状分析や将来予測を行い、「地方版まち・ひと・しごと創生総合戦略」

を策定するとともに、同戦略に沿った施策を実施できる枠組みを整備する。 

４【直 接 性】 限られた財源や時間の中で、最大限の成果を上げるため、施策を集中的に実

施する。住民代表・産官学金労言の連携を促すことにより、政策の効果をよ

り高める工夫を行う。 

５【結果重視】 明確なＰＤＣＡメカニズムの下に、短期・中期の具体的な数値目標を設定し、

政策効果を客観的な指標により検証し、必要な改善等を行う。 

 

 

第２節 基本目標の検討にあたって 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

基本目標の策定にあたり、国や県の総合戦略を勘案しつつ、本町の地方創生のための課題や強みを

次のように整理しました。 

 

  
【課題】 

○人口減尐・尐子高齢化 
・神奈川県平均より人口の減尐が早く進行

しており、空き家が増加している。 
・県内でも高齢化率が最も高い地域であ
る。 

○産婦人科の丌在 
・平成26年度以降、町内に産婦人科がなく、

助産師も丌在となっている。 
○若い世代の流出 
・学校が中学校までしかなく、また就職先
も限られるため、20～30歳代の転出者が
多い。 

○産業の低迷 
・観光客数の減尐傾向が続き、主要産業で
ある観光業の低迷が全体に影響を及ぼ
している。 

・空き店舗が増加している。 

【強み】 

○豊かな自然環境 
・昔から有名な温泉地であり、温泉街の風
情がある。 

・海、山、川、きれいな空気、温暖な気候
に恵まれている。 

○首都圏に近い立地 
・ＪＲ東海道本線の沿線であり、横浜や東
京へも通勤圏内にある。 

・近隣の熱海や小田原から新幹線が利用で
き、海外からの観光客を呼び込みやす
い。 

○50歳代以上の転入者が多い 
・温暖で住みやすい自然環境を求め、定年
後に都心部から移住してくる方が多い。 
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第３節 基本目標と体系図 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

基本目標１ 

湯河原町にしごとをつく

り、町内で就労できるよ

うにする 

①新たな雇用を生む産業の振興 

②誘客につながるイベント開催 

③空き家・空き店舗の活用 

基本目標２ 

湯河原町への新しいひと

の流れをつくる 

 
基本目標３ 

結婚・出産・子育てしや

すい環境をつくる 

基本目標４ 

人口減尐・高齢化社会に

対応したまちづくりを進

める 

①移住促進のための居住環境等の整備 

②湯河原の魅力を全国に発信 

①安心して出産できる環境の整備 

②子育ての丌安解消のための支援拡充 

③若い世代が定住していける住環境の

整備 

①高齢化社会への対応 

②人口減尐社会への対応 

③健康寿命日本一の実現を目指す 

まちの将来像 基本目標 
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第４節 基本目標ごとの取り組み 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

 

基本目標１ 湯河原町にしごとをつくり、町内で就労できるようにする 

 

 

≪基本的方向≫ 

①新たな雇用を生む産業の振興 

国道135号からの人の流れを変える道の駅の設置や、キャンプ・アウトドア施設の整備、駅周辺

の活性化、温泉場エリアの整備などにより、基幹産業である観光の活性化を図ります。 

あわせて、観光客の増加に伴う消貹の増加により、商業・サービス業の振興を図るとともに、ゆ

がわら認定産品制度や海産物の活用事業などにより、第一次産業の活性化を図ります。 

 

②誘客につながるイベント開催 

シニア向けのスポーツイベントや若者向けの野外文化イベントをはじめ、湯河原らしいイベント

を開催し、町内での宿泊につなげ、観光業やサービス業を活性化させます。また2020東京オリンピ

ック・パラリンピックを契機に、外国人観光客増大のための積極的なＰＲに努めます。 

 

③空き家・空き店舗の活用 

空き家・空き店舗・空き事業所などを把握し、空き情報を提供することで、若手起業家や事業所

の進出を促進し、若者の町内での就労を支援します。 

 

 

数値目標 

 

 
実 績 

平成26年度 
（2014年度） 

実 績 
平成27年度 
（2015年度） 

目 標 
平成31年度 
（2019年度） 

町内事業所若者雇用創出数 － ― 100人 

入込観光客数 

観光客数（日帰り） 335万人（Ｈ25） 306万人（Ｈ26） 370万人 

観光客数（宿泊）  59万人（Ｈ25） 58万人（Ｈ26）  65万人 
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具体的な事業とＫＰＩ（重要業績評価指標） 

 

 

 

１) 道の駅の設置事業 

 

地元農林水産物の直売所や観光情報発信拠点としての機能だけでなく、湯河原らしい体験

プログラムなどを準備した「道の駅」を設置し、国道135号通行車両を町内へ誘導するシン

ボル的施設とする。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 

目標値 
平成31年度(2019年度) 

道の駅利用者数 ― ― 60,000人 

 

     【実施事項】 
○平成27年度 
・（仮称）ゆがわら地場産品直売所及び観光拠点の開設に向けた調査を実施 

○平成28年度 

       ・（仮称）ゆがわら地場産品直売所整備検討委員会を設置 

       ・候補地を川端公園に決定 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・施設の実施設計を計画 

       ・施設運営の検討 
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２) 企業等の誘致事業 

 

古民家や廃業施設を利用した事業所の誘致、複合商業施設や娯楽施設の誘致を進め、定住

を促進する。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 

実績値 
平成27年度(2015年度) 

目標値 
平成31年度(2019年度) 

起業誘致に伴う転入者

数 
― ― 100人 

 

     【実施事項】 
○平成28年度 
・大型宿泊施設（エクシブ湯河原離宮）が完成 

 
     【今後の検討事項等】 

・官民協働による進め方を研究 
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３) スポーツイベントの開催事業 

 

湯河原温泉オレンジマラソンのような湯河原らしさを活かした宿泊を伴うスポーツ大会

（サッカー・ラグビー・野球・ソフトボール・トライアスロン等）を開催または誘致し、町

外参加者および宿泊客の増加を図る。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 

実績値 
平成27年度(2015年度) 

目標値 
平成31年度(2019年度) 

スポーツイベント町外

参加者数 
3,290人 2,980人 3,030人 

 

     【実施事項】 
○平成27年度 
 ・湯河原温泉オレンジマラソンを開催 
・スローピッチソフトボール大会の誘致 

 
     【今後の検討事項等】 
      ○平成28年度 
       ・湯河原温泉オレンジマラソンを開催予定 

○平成29年度 
・湯河原温泉オレンジマラソンを開催予定 
・スローピッチソフトボール大会を開催予定 
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４) 野外文化イベントの開催事業 

 

幕山公園やゆめ公園をはじめ、湯河原のレジャー施設（海、山、川）を最大限利用し、野

外の文化イベントを開催して集客を図る。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

野外文化イベント参加

者数 
－ 8,000人 15,000人 

 
     【実施事項】 

○平成27年度 
・ハロウィンイベントを開催 

○平成28年度 
・ハロウィンイベントを開催 
・星空教室in湯河原温泉（星ヶ山公園）を開催 

 
     【今後の検討事項等】 
       ・ハロウィンイベントを開催予定 
       ・星空教室in湯河原温泉を開催予定 

・野外音楽フェスティバルの開催を検討 
・蛍をテーマとしたイベント開催を検討 
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５) 趣味100選による新たな魅力づくり事業 

 

広報、ＨＰ、地方紙等により湯河原で体験可能な趣味活動100選を募集し選定する。選定

を行った趣味等の活動を行う団体や、体験型の観光施設情報をまとめ、冊子やホームページ

により公開することで、湯河原町にくれば何でもできることをアピールし、移住定住の促進

を図るほか、多様なイベントや伝統文化体験とも結びつけて誘客を図る。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

サークル・団体加入者数 ― ― 500人 

 

     【実施事項】 
○平成28年度 
・転入者向け「趣味100選（町民活動編）」冊子を作成 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・旅行者向け「趣味100選（オプショナルツアー編）」冊子を作成予定 

 

 

  



11 

 

 

 

 

 

 

６) 駅周辺（商店街等）の活性化事業 

 

関係団体と連携して、湯河原駅周辺の商店街等を中心とする空き店舗を活用した新規開業

支援、地場産品直売所の設置などによる活性化を促進する。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

駅前明店街での新規開

業店舗数 
－ － ３件 

 
     【実施事項】 

○平成28年度 
・「ぶらん市」を実施（年４回） 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・民間事業者（TIVORI）による「みえるお菓子工場」が完成予定 
・「ぶらん市」を実施予定（年４回） 
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７) 開運のみち整備事業 

 

源頼朝ゆかりの「鎌倉幕府開運街道」を、湯河原の自然を堪能しつつ地元の勇士土肥実平

と源頼朝に関連した歴史や逸話などを交えた「開運のみち」として、パワースポットをめぐ

る「開運ツアー」を開催する。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

開運ツアー参加者数 ― ― 500人 

 

     【実施事項】 
○平成27年度 
・開運街道の草刈りを実施 
・開運街道のパンフレット作成 

○平成28年度 
・開運街道の整備を実施 
・開運グッズの開発着手 
・パワースポットの選定に着手 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・開運グッズの販売開始予定 
・開運街道の整備 
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８) キャンプ・アウトドア施設の整備事業 

 

四季折々の花が楽しめる幕山公園、星が美しい星ヶ山、園内にパークゴルフ場ができたゆ

め公園にオートキャンプも可能なキャンプ施設等を整備し、一層の集客を図る。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

キャンプ場来場者数 ― ― 3,000人 

 
     【今後の検討事項等】 

・継続的に検討 
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９) 耕作放棄地の観光資源化事業 

 

年々増加しているミカン畑などの耕作放棄地について、町民農園化や四季を彩る花を栽培

するなどして、観光資源化を図る。 

また、ハウス栽培でブランド野菜を作る方への貹用の助成や、農地のオーナー制度整備に

より、若者の農業への就業を支援する。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

農地等のオーナー制度

利用者数 
86人 80人 100人 

 

     【実施事項】 
○平成26年度 
 ・官民協働により体験型農業（みかんの木オーナー制度）を実施 
○平成27年度 
 ・官民協働により体験型農業（みかんの木オーナー制度）を実施 
○平成28年度 
・官民協働により体験型農業（みかんの木オーナー制度）を実施 

 

     【今後の検討事項等】 

・継続的に検討 
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10) 海産物の活用事業（他の事業へ統合） 

 

観光客や宿泊客に新鮮な地魚を安価で提供できるよう、関係機関と連携する。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

地魚を安価で提供する施設数 ― １件 

      
【実施事項】 
○平成28年度 
・民間連携により農漁業活性化ウェブサイトを立ち上げ 

 

※基本目標Ｉ-１「道の駅の設置事業」へ統合 
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11) ゆがわら認定産品制度 

 

湯河原町の農林水産物及び加工品等の特産物について、「（仮称）ゆがわら認定産品制度」

を創設し、認定した農産物等を「made in ゆがわら」として、広く全国発信していく。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

認定特産品数 ― ― ５件 

 

     【実施事項】 
○平成27年度 
・町おこしサミットのテーマ検討 

○平成28年度 
・神奈川みかんグルメ＆スウィーツサミットを開催 

 
     【今後の検討事項等】 
      ○平成28年度 

・「made in ゆがわら」認定委員会を設置予定 
○平成29年度 
・関東みかんグルメ＆スウィーツサミットを開催予定 
・「made in ゆがわら」認定基準等の策定 

○平成30年度 
・全国みかんグルメ＆スウィーツサミットを開催予定 
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12) 起業支援事業（他の事業へ統合） 

 

空き店舗の実態調査のもと、活用できる空き家を特定し、クリエーターへの創作場の提供、

若手起業家への事務所や居住空間の提供を行うほか、若者の事業案を全国公募するなど、若

者の起業を支援する。 

あわせて、湯河原町求人サイトの立ち上げなどにより、若者の就業を支援する。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

求人サイトを通じた新規雇用

者数 
― 100人 

 

       ※基本目標Ⅱ-10「創業支援セミナーの開催事業」へ統合 
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13) 2020年東京五輪開催に向けた文化プログラム推進事業 

 

東京オリンピック・パラリンピックに向け、関係団体との連携により湯河原町の歴史や伝

統を活かした町民や観光客が広く参加・交流できる文化事業の検討や、プレイベント開催す

る。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

文化プログラムプレイ

ベント参加者数 
― ― 300人 

 

     【実施事項】 
○平成27年度 
・湯河原文学賞（俳句・小説）を実施 

○平成28年度 
・湯河原文学賞（俳句・小説）を実施 
・東京新虎通りへ足湯及び物産を出展 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・湯河原文学賞（俳句・小説）を実施 
・東京新虎通りへ物産を出展予定 
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14) 外国人観光客の来訪促進のためのＰＲ事業 

 

湯河原町を訪れる外国人観光客の誘客を促進するため、外国語ホームページや外国語パン

フレットの作製、外国語での接客によりおもてなしレベルの向上を図るとともに、湯河原町

の自然や文化などの資源を活用した外国エージェントへのＰＲや海外都市との経済交流、民

間団体との連携などにより、あらゆるルートでの誘客を促進する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

外国人観光客数 
1,000人 

※推計値 
― 2,000人 

 

     【実施事項】 
○平成27年度 
・英語版町ホームページを作成 

○平成28年度 
・イタリアのティヴォリ市と友好親善都市提携 
・日系人をターゲットとした誘客活動をハワイで実施計画 
・英語表記の観光パンフレットを作成 
・飲食店等で活用できる「指さし英会話集「飲食店編」」を作成 
 

 
     【今後の検討事項等】 

・インバウンドモデルツアーの実施 
・インバウンド情報発信推進事業勉強会の実施 
・外国語を活かせる人材の育成 
・SNSやメディア等を活用した海外への情報発信 
・海外メディアの活用を検討 
・ＰＲグッズの販売を検討 
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15) プロジェクションマッピング開催事業 

 

四季を通じ雄大な自然景観と出会える「幕山」の山麓斜面に、約４千本の紅梅・白梅が“梅

のじゅうたん”のごとく咲きほこる時期に開催される「梅の宴」の夜間イベントとして、幕

山の岩肌に映像を投影し、観光客等の誘客を図る。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

実施日来場者数 － 1,619人 300人増 

 

     【実施事項】 
○平成27年度 
・狂言とプロジェクションマッピングをコラボした「狂言の宴」を開催 
・プロジェクションマッピングを単独で３日間開催 

○平成28年度 
・プロジェクションマッピングを単独で５日間開催予定 

 

     ※平成28年度をもって終了予定 
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16) 街歩き情報配信サービス促進事業 

 

観光立町としての情報発信の強化と、インバウンド対策として、スマートフォン版観光ポ

ータルサイトを立ち上げ、来訪者が街中を楽しんでもらえるようなスマートフォンアプリ

（観光ＡＲ）を作製する。併せて、アプリ利用の向上を目的に、無料のWi-Fiスポットを整

備する。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

観光ポータルサイトア

クセス件数 
― ― 月平均1,000件 

 

     【実施事項】 
      ○平成26年度 
       ・Wi-Fiスポット１箇所を整備 

○平成27年度 
・スマートフォンで街歩きに活用できるアプリ「ココシル湯河原」を導入 
・Wi-Fiスポット15箇所を整備 

○平成28年度 
・Wi-Fiスポット９箇所を整備 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・Wi-Fiスポット３箇所を追加整備予定 
・各Wi-FiスポットのIDを統一する「ゆがわらWi-Fi」を整備予定 
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17) グローバル人材育成事業 

 

民間の国際交流団体との連携により、インバウンド対策として、外国語に対応できるサポ

ーターの募集・育成のため、町内外国人への日本語教室や日本人への外国語教室を開催する。

（対象言語：英語、中国語、韓国語、スペイン語、タガログ語） 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

外国語サポーター人数 ― ＋5人 10人 

      

     【実施事項】 
○平成27年度 
・語学教室を実施 
・ペルーデイを開催 

○平成28年度 
・語学教室を実施 
・オーストラリアの日開催 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・語学教室を実施予定 
・中国の日を開催予定 
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18) ハロウィンイベント事業（Ｈ27実施）（他の事業へ統合） 

 

ハロウィンに合わせ町内外から仮装したお客さんを招き、装飾された会場にて模擬店や出

し物等でもてなし、仮装コンテストを開き、仮装自慢や撮影会を行う。また、地域の飲食店

や宿泊施設にも協力を依頼し、観光客等の集客を図る。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成27年度(2015年度) 

仮装コンテスト参加者

及び来場者数 
― 8,000人 10,000人 

 

※基本目標I-４「野外文化イベントの開催事業」へ統合 
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19) キャッシュレス環境促進事業（Ｈ27実施）（事業終了） 

 

町民や観光客が町内での買物等の際に、クレジットカード等のキャッシュレス決済で支払

いができるよう、店舗等に決済環境の整備を行い、地域での生活環境向上及び消貹活性化を

図る。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成27年度(2015年度) 

決済端末を導入する事

業者数 
― 11件 15件 

 

     ※平成28年度以降は導入した事業者個々で運営するため、事業終了 
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20) 地域の歴史と文化の探訪に向けた地域資源活用事業 

 

湯河原町は、万葉集にも詠われるほど、古来より温泉が産業の中心になっており、多くの

文人・墨客が執筆や静養を目的に滞在していたことから、それに由来した歴史や文化を町内

のいたるところに垣間見ることができるため、こうした地域に根付いた歴史・文化的な資源

を集約した資料集（ガイドブック）を作成し、郷土資料室を中心とした地域探訪のモニター

ツアーを開催する。 

また、自然や温泉及び温泉泥（ファンゴ）を活用した「未病の改善」ツアーを併せて企画

し、ニーズ調査を行うことで、広く情報を発信するとともに、多くの観光客を集客し、観光

振興の活性化を図る。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

着地型旅行商品数 ― 1件 ４件 

 
     【実施事項】 

○平成26年度 
・温泉泥（ファンゴ）の開発 

○平成27年度 
・温泉泥（ファンゴ）のエビデンス取得 
・女子大生目線の観光資源発掘調査を実施（東海大学） 

       ・文化財冊子を作成 
       ・郷土資料館改装 

○平成28年度 
・温泉泥（ファンゴ）や県西地域の自然を活用した健康ツアーの実証実験を実施 
・観光を通じた未病認知度向上調査を実施（東海大学） 

       ・温泉場の風情を残した商業灯の整備に着手 
       ・町立美術館「見えるアトリエ」の整備に着手 
 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・健康ツアーの企画 
・町立美術館「アトリエ訪問」ツアーの企画 
・大学連携の強化 
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21) 地域商業活性化事業 

 

町商工会により、町内の商工会加入店舗等で使用可能なプレミアム商品券を発行し、地元

商店街の活性化を図る。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 

目標値 
平成31年度(2019年度) 

消貹喚起想定額 66,000千円 82,500千円 66,000千円 

      

     【実施事項】 
○平成26年度 
・66,000千円分の「湯河原温泉地域商品券」を発行 

○平成27年度 
・82,500千円分の「湯河原温泉地域商品券」を発行 

○平成28年度 
・66,000千円分の「湯河原温泉地域商品券」を発行 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・66,000千円分の「湯河原温泉地域商品券」を発行予定 
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22) 宿泊促進事業 

 

旅館協同組合により、プレミアム旅館利用券を発行し、誘客効果の向上を図る。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 

目標値 
平成31年度(2019年度) 

消貹喚起想定額 33,000千円 99,000千円 88,000千円 

      

     【実施事項】 
○平成26年度 
・33,000千円分の「プレミアム旅館利用券」を発行 

○平成27年度 
・99,000千円分の「プレミアム旅館利用券」を発行 

○平成28年度 
・88,000千円分の「プレミアム旅館利用券」を発行 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・33,000千円分の「プレミアム旅館利用券」を発行予定 
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23) 伝統芸能活性化事業 

 

伝統芸能活性化の一環として、旅館協同組合により芸妓の利用料金のみに利用できる利用

券を発行する。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 

目標値 
平成31年度(2019年度) 

消貹喚起想定額 ― 32,000千円 26,000千円 

 

     【実施事項】 
○平成27年度 
・芸妓の利用券として「舞・お座敷券」を創設 
・32,000千円分の「舞・お座敷券」を発行 

○平成28年度 
・26,000千円分の「舞・お座敷券」を発行 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・26,000千円分の「舞・お座敷券」を発行予定 
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24) 狂言の宴開催事業（Ｈ27実施）（他の事業へ統合） 

 

湯河原の自然資源を活用する新たなイベントとして、雄大な景観を持つ幕山の湯河原梅林

で２月上旪から３月中旪にかけて開催される「梅の宴」の期間中、夕方から夜にかけて照明

とプロジェクションマッピングを融合した演出による「狂言」を実施し、新たな宿泊客など

の誘客により、宿泊施設、飲食店等の活性化を図る。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成27年度(2015年度) 

開催期間における来

場者数の増加見込数 
7,500人 963人増 2,000人増 

      

※基本目標I-15「プロジェクションマッピング開催事業」へ統合 
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25) 湯河原町「基幹産業の立て直し」事業（新規） 

 

基幹産業である「観光業」を立て直すために、観光に係る政策を連携・補完しつつ同時進

行する。 

 
 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 平成28年度(2016年度) 

観光誘客数 3,000人増 

※平成27年度地方創生加速化交付金事業 

 

【実施事項】 

１「観光基盤の整備」 

Ｉ-７ 開運のみち整備事業 

Ｉ-15 プロジェクションマッピング開催事業 

Ｉ-18 ハロウィンイベント事業 

Ｉ-20 地域の歴史と文化の探訪に向けた地域資源活用事業 

２「観光資源の再発見」 

Ｉ-５ 趣味100選による新たな魅力づくり事業 

Ｉ-10 海産物の活用事業 

Ｉ-11 ゆがわら認定産品制度（湯河原ブランド化推進事業） 

３「国内外に向けたＰＲ」 

 Ｉ-13 2020年東京五輪開催に向けた文化プログラム推進事業 

Ｉ-14 外国人観光客の来訪促進のためのＰＲ事業（海外への情報発信拠点としての姉妹

都市調印、日系外国人誘客事業） 

I-17 グローバル人材育成事業 
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26) 地域資源を活用した観光地域再生事業（新規） 

 

ＤＭＯを立ち上げ、「観光基盤の整備」「観光資源の再発見」「国内外に向けたPR」の３つ

の政策を連携・補完しつつ、同時進行し、「オールゆがわら」の体制で基幹産業である観光

業の立て直しを図る。 

※「ＤＭＯ」とは、観光地づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに

基づいた観光地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整

機能を備えた法人のことです。 

       

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 

目標値 
平成31年度(2019年度) 

宿泊観光客数 59万人 58万人 65万人 

※平成28年度地方創生推進交付金（第1回）事業 

【実施事項】 

１「観光基盤の整備」 

       幕山保安林地域整備事業 

秋花火誘客事業 

灯りの祭典事業 

落語一門会 

湯元通り地区街なみ環境整備事業 

温泉場の地域資源の再生・活用事業 

      ２「観光資源の再発見」 

       もみじの郷行事開催事業 

さつきの郷誘客事業 

Ｉ-１道の駅の設置事業（（仮称）ゆがわら地場産品直売所検討事業） 

Ｉ-11ゆがわら認定産品制度 

      ３「国内外に向けたＰＲ」 

       誘客宣伝事業 

観光アドバイザー・プロモーション事業 

駅前ＬＥＤ広告掲出事業 

誘客キャラバン委託事業 

インバウンド情報発信推進事業 

パンフレット等印刷事業 

ポスター観光宣伝事業 
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27) 文化と観光による地域再生事業（新規） 

 

温泉場エリアの観光拠点となる文化施設の町立美術館を先駆的な施設へと見直すため、館

内に「見えるアトリエ」を整備し、新規事業を行う。さらに、温泉場エリアを面で捉えた事

業と連携させ、誘客と滞在時間を増やす。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 

目標値 
平成31年度(2019年度) 

美術館来館者数 ― 442人増 10,000人増 

  

     【実施事項】 
○平成28年度 
・町立美術館の「見えるアトリエ」整備に着手 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・年間パスポートの発行 
・平松礼二画伯による日本画講座の実施 
・官民協働による町立美術館「アトリエ訪問」ツアーの実施 
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28) 万葉公園・周辺地区まちづくり事業（新規） 

 

万葉公園等整備のコンセプト「湯河原温泉場の屋外リビング＆ガーデン」に基づき、公園

施設の再整備、湯河原観光会館の建て替え、公園周辺地区の開発との調整及び一体的整備を

進め、温泉場エリアに魅力的な滞在の核をつくる。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 

目標値 
平成31年度(2019年度) 

独歩の湯利用客数 58,342 60,123人 75,000人 

  

     【実施事項】 
○平成28年度 
・官民が連携し万葉公園周辺を再開発するための現状調査を実施 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・万葉公園周辺再開発の素案を策定予定 
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

 

基本目標２ 湯河原町への新しいひとの流れをつくる 

 

 

≪基本的方向≫ 

①移住促進のための居住環境等の整備 

移住・定住者のための経済的支援の充実とＰＲの充実を図り、湯河原町への転入を希望する人た

ちに有効な情報を提供し、転入者の増加を図ります。 

 

②湯河原の魅力を全国に発信 

若者向けにはＳＮＳ、シニア世代にはチラシなど、年代に合わせたＰＲ方法により、海、山、温

泉、歴史、四季の彩りなどの魅力いっぱいの湯河原町の情報をタイムリーに発信し、観光客や定住

者の増加につなげます。 

 

 

数値目標 

 

 
実 績 

平成26年度 
（2014年度） 

実 績 
平成27年度 
（2015年度） 

目 標 
平成31年度 
（2019年度） 

65歳未満転入者の増加 809人 695人 900人 

移住促進事業への参加者数 ０人 約30人 100人 

町ホームページアクセス件数

（年間） 
約34万件 約33万件 約37万件 
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具体的な事業とＫＰＩ（重要業績評価指標） 

 

 

 

１） 移住・定住者への補助事業 

 

地元の金融機関と提携し住宅購入やリフォームローンの金利の優遇、引っ越し貹用を割引

などの移住者の経済的負担の軽減や、Ｕターン就職や奨学金の創設、転入者への家賃補助制

度の創設などを行う。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

制度を利用した定住者

数 
― ― 70人 

 

     【今後の検討事項等】 
・制度の検討 
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２） 湯河原町への移住ＰＲ事業 

 

移住説明会、空き家を活用したトライアル・ステイ（移住促進のための居住体験）のほか、

温泉入浴、海（サーフィン・釣り・漁業体験）や山（ハイキング）などの自然、農地（農業

体験）などの地域資源を活用したプランや各種イベントを通して、湯河原町の魅力・自然・

産業・暮らし（生活）をＰＲする。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

65歳未満の転入者数 809人 695人 800人 

 

     【実施事項】 
○平成27年度 
・移住プロモーションビデオ作成 
・テレビ神奈川にて移住PR 
・テレビ神奈川、テレビ埻玉、群馬テレビ、千葉テレビにて移住のCM放送 
・東京で移住説明会を実施 

○平成28年度 

       ・東京で移住説明会を実施 

・幕山ハイキングと婚活イベントを組み合わせた「梅コン」を実施 

 
     【今後の検討事項等】 

・トライアル・ステイの実施向けた検討 

       ・移住経験者の協力体制を推進 
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３） 空き家利活用に向けた専門業者との連携事業 

 

湯河原町内の空き家・空き地を把握、丌動産業者と連携し住居・店舗等として有効利用で

きるよう情報を発信する。 

また空き家・空き地物件を利用する人に内容に応じた助成金を出す。 

新しく空き家・空き地が利用されることで定住者や湯河原町内で起業する人等を増加させ

る。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

ホームページアクセス

件数 
－ － 月平均300件 

 

     【実施事項】 

○平成28年度 

       ・広域的な検討の場として「県西空き家バンク連絡会」を設置 

       ・神奈川県宅建協会小田原支部と協同し、空き家ホームページを立ち上げ 

       ・町内の空き家対策として「湯河原町空き家対策推進協議会」を設置 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・町内の空き家調査を実施予定 
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４） 休耕地と空き家を組み合わせた事業 

 

実施中のふれあい農園とともに、本町でクラインガルテン※を創設すれば、首都圏から近

いという地の利を生かし、会社を定年した富裕層夫婦などが湯河原町に流入してくることが

考えられる。 

これら一定の財産・資産を所有し、かつ知的水準の高いアクティブな富裕層をボランティ

アやまちづくりに参画させていく。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

クラインガルテンを目

的とした定住世帯数 
― ― 10世帯 

 

※クラインガルテンは、ドイツで盛んな200年の歴史をもつ農地の賃借制度のことで、日本語に

訳すると「小さな庩」で、「市民農園」もしくは「滞在型市民農園」とも言われ、一区画の平

均面積は100坪程でラウベと呼ばれる家屋があり、そこで家庩菜園やガーデニングが行われて

いる。別荘、セカンドハウス感覚で借りる人やグループで借りるなど、プチ田舎暮らし・スロ

ーライフをしてみたい人に最適であるとされている。 

 

     【今後の検討事項等】 
・空き家の紹介休耕地等との連携を検討 
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５） 小田急線ロマンスカーの乗り入れ誘致事業 

 

ロマンスカーの乗り入れを誘致することにより、観光客の増を見込む。 

また、平日朝と夜の運行を行ってもらうことにより、都内へ通勤・通学が便利になる事を

アピールし湯河原への移住・転入増加につなげる。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

ロマンスカーによる観

光客数 
― ― 

土日祝１日３本×300人 

≒10万人 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・神奈川県鉄道輸送力増強促進会議への要望提出を検討 

       ・広域行政推進協議会への要望提出を検討 
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６） シニア世代の移住受入促進事業（他の事業へ統合） 

 

定年を機に地方への移住を希望する活動的なシニア（60歳以上）に対し、温泉、海（サー

フィン・釣り）や山（ハイキング）などの自然、農地（農業体験）などの地域資源の活用プ

ランや空家の斡旋など移住計画を提案し、都市から地方への定住を促進する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

60歳以上の転入者数 286人 310人 20人増 

 

     ※基本目標Ⅱ-２「湯河原町への移住ＰＲ事業」へ統合 
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７） Ｕターン就職助成金 

 

湯河原町内の小学校・中学校を卒業した16歳から30歳までを対象とし、Ｕターン就職（一

定期間の勤務）や一定期間の居住をした場合に、本人や企業に助成金を交付し、定住促進と

郷土愛のある人材育成を図る。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

20代の転出（社会動態減

尐）割合の低下 
28.6％ ― 23.0％ 

 
     【今後の検討事項等】 

・制度の研究 

 

 

 

  



42 

 

 

 

 

 

 

８） 転入者への家賃補助制度の創設 

 

町内で空き家となっている住宅やアパート等を活用し、町内に住民登録をして転入後一定

年数以上居住する方を対象として家賃補助を行う。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

補助制度利用世帯件数 ― ― 20件 

 

     【今後の検討事項等】 
・制度の研究 
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９） 空き家物件のリユース事業 

 

空き家になっている、休業・廃業の旅館、民宿の所有者に交渉し、物件を安価にてリース、

譲渡して頂き、町主体で新規事業主を募集する。 

また、空き家になっている民家も、丌動産屋と連携し、町ホームページで募集をする。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

新規雇用者数 ― ― 20人 

 

【実施事項】 
○平成27年度 
・万葉荘（温泉旅館）を県から借り上げ、プロポーザル方式で募集・選定した事業者に
より営業 

○平成28年度 

・万葉荘（温泉旅館）を県から借り上げ、プロポーザル方式で募集・選定した事業者に
より営業 

       ・万葉荘（温泉旅館）を県から買い上げ、町施設として営業を検討 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・町施設として、万葉荘（温泉旅館）の営業を開始予定 

       ・湯河原町商工会と連携し、空き店舗の活用を研究 
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10) 創業支援セミナーの開催事業 

 

商工会などと連携し、湯河原での創業を目指す方に対し、創業に必要な基礎知識などを習

得するためのセミナーを開催する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

セミナー参加者数 ― ― 50人 

 

【実施事項】 
○平成28年度 
・創業者支援セミナーを４回開催 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・創業者支援セミナーを開催予定 
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

 

基本目標３ 結婚・出産・子育てしやすい環境をつくる 

 

 

≪基本的方向≫ 

①安心して出産できる環境の整備 

町内にない産科医等の誘致や、急な陣痛などの際に利用できる産急車の導入などにより、安心し

て出産できる環境を整備します。 

 

②子育ての丌安解消のための支援拡充 

観光や宿泊業が湯河原町の主産業であり、休日に働く人も多いことから、託児施設や延長保育な

どの充実を図り、子育ての丌安解消のための支援を拡充します。 

 

③若い世代が定住していける住環境の整備 

若い世代が湯河原町に住み続けられるよう、子ども医療貹助成の拡充や家賃補助、住宅取得助成

などを実施し、住環境の整備を進めます。 

 

 

数値目標 

 

 
実 績 

平成26年度 
（2014年度） 

実 績 
平成27年度 
（2015年度） 

目 標 
平成31年度 
（2019年度） 

65歳未満の転出者数の抑制 927人 942人 800人 

年間出生者数の増加 113人 117人 120人 
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具体的な事業とＫＰＩ（重要業績評価指標） 

 

 

 

１） 産科医等の誘致事業 

 

町内への産科医誘致、広域での充実など、あらゆる方策を検討し、若い世代が安心して出

産と子育てができる環境づくりに努め、結婚世代の定住促進と出生率の向上を図る。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

30分以内で行ける産婦

人科率 
― ― 100％ 

 

【実施事項】 
○平成27年度 
・JCHO湯河原病院へ産科設置の要望 

○平成28年度 

       ・JCHO湯河原病院へ産科設置の要望 

 
     【今後の検討事項等】 

・引き続き、JCHO湯河原病院へ産科設置の要望 
・産科医誘致、広域での充実について方策を検討 
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２） 子ども医療貹助成の拡充事業 

 

小児医療貹助成事業は、湯河原町では平成27年（2015年）７月から対象年齢を拡大し小学

校６年生までとなっているが、制度的な統一性を構築するよう国・県へ働きかけながら、所

得等による自己負担を求めずに、18歳以下まで段階的に対象年齢を引き上げ、若年層の転出

を抑制する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

20代の転出（社会動態減

尐）割合の低下 
28.6％ 27.8％ 23.0％ 

 

【実施事項】 
○平成27年度 
・補助対象年齢を小学６年生まで拡充 

○平成28年度 

       ・国、県に制度的な統一を要望 

 
     【今後の検討事項等】 

・引き続き、国、県に制度的な統一を要望 
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３） 若い世代への居住支援事業 

 

町内外の結婚している、または結婚する20代、30代の子育て世代や新婚者などの若い世代

に対し、新居の家賃補助、住宅取得助成、空き家・空き地の購入補助などを実施し、人口の

増加を図る。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

支援を受ける若者数 ― ― 315人 

 

     【今後の検討事項等】 
・制度の研究 
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４） 保育園児送迎サービス事業 

 

保育園児を持ち、電車通勤をしている子育て世代の親にとって、園児の送り届けは出勤時

間等の制約や園舎前の混雑等があり大変な負担を伴うため、駅前に一時預かり所（託児施設）

を設け、そこから送迎用の車両により保育園まで園児を送迎する。また迎えについても保育

園から車両により一時預かり所まで送り届け、一定の時間に限定し親の帰宅時間まで子ども

を預かる。 

なお、本事業については、駅前一時預かり所となる拠点施設や送迎車両の整備等の課題が

あるため、ファミリーサポートセンター事業を活用するなど、多方面からの支援について検

討を進める。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

保育園児送迎サービス

利用者数 
― ― 10人 

 

【実施事項】 

○平成28年度 

       ・調査、検討を開始 

       ・託児施設整備や介護送迎と統合した送迎や施設運営について検討 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・他施策の利活用等、多方面からの支援を検討する 
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５） 産急（サンキュー）車の導入事業 

 

町内に現在、分娩可能な産科病院がないため、頼ることができる家族・親戚・知人がいな

い妊婦にとっては丌便な状況である。 

そのため、町内のタクシー組合等と協力、一部助成し、安心して妊娠・出産することがで

きる体制を整えたり、赤色灯とサイレンを付けた妊婦専用のワゴン車を、救急車以外の緊急

車両として配備し、事前登録によって出産時に利用できる産急車を導入する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

産急車利用者数 ― ― 30件 

 

【実施事項】 

○平成28年度 

       ・ニーズに対するアンケートを実施 

       ・実施方法を検討 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・車両の導入を予定 

       ・運営計画を策定予定 

○平成30年度 
・運営開始予定 
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６） 誕生祝い支給事業 

 

新たな町民の誕生に対し、祝い金を贈り次代を担う子どもの健全育成を目的とする。 

・対象者：出産時に町に住民登録がある者 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

誕生祝い金支給件数 ― ― 120件 

 

     【今後の検討事項等】 

       ・調査、検討を開始予定 

       ・現行の「湯河原町子育て支援給付金」が平成33年度に事業終了予定であることに併せ、

新事業の創設を検討（事業開始は平成34年度以降を検討） 
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７） 結婚祝い金支給事業 

 

湯河原町に住所を有する男女の結婚を奨励祝福し結婚祝い金を支給することにより、定着

化を図り、人口の減尐を抑制し、湯河原町の活性化を促進する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

結婚祝い金支給件数 ― ― 30件 

 

【実施事項】 
○平成28年度 
・補助要綱を検討 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・国の結婚新生活支援事業貹補助金を活用した実施を計画 
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８） 託児施設の整備事業 

 

核家族化や共働き夫婦が増加しており、子育てに負担のかかる家庩が多くあることが想定

され、観光立町である湯河原町では主にサービス業に従事する保護者が多いことから、仕事

を失わないで育児や出産ができるよう「月・金・土・日（祝）」に重点的に託児ができるよ

うな託児施設を整備する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

託児施設利用者数 ― ― 20人 

 

     【今後の検討事項等】 

       ・調査、検討を開始予定 
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９） 延長保育事業 

 

共働きの夫婦を対象として保育時間を24時間営業としたり、東京や横浜などの都市部に通

勤している高収入の保護者が仕事を辞めずに週末は湯河原の豊かな自然の中で子育てでき

たりするように、延長保育を実施する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

延長保育利用者数 ― ― 20人 

 

【実施事項】 

○平成28年度 

       ・現行（7：30～18：00）から30分延長（7：30～18：30）を実施 

 
     【今後の検討事項等】 

・人員配置等の課題の整理 
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10) 婚活イベント実施事業 

 

町内外から結婚相手を探している独身の方を対象に婚活イベントを実施し、出会いの場を

創出する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

イベントによるカップ

ル成立数 
― ― ３件 

 

【実施事項】 
○平成28年度 

・      ・幕山ハイキングと婚活イベントを組み合わせた「梅コン」を実施 

 
     【今後の検討事項等】 

・広域での実施を検討 
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11) 交通安全対策推進事業（Ｈ27事業）（事業終了） 

 

ベビーシート・チャイルドシートの貸出しは、在庨丌足が生じ常に予約待ちの状況で、住

民からの要望も多いため、子育てができる環境づくりの向上を目的に購入する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 平成27年度(2015年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 

年間貸出数 ― 63台 

 

【実施事項】 
○平成27年度 
・ベビーシート33台、チャイルドシート30台の合計63台を購入 
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12) 保育園「０歳児」受け入れ拡充事業（新規） 

 

町立保育園において、保育利用希望の多い０歳児の受け入れを拡充していくことで、働き

ながら子育てしやすい環境を整備するとともに、子育て支援策の充実と子育て世代の応援を

図る。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
平成27年度(2015年度) 

（受入可能枠） 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

受け入れ人数 5人 5人 18人 

 

【実施事項】 

○平成27年度 

       ・保育園の統合により、０歳児枠の拡充を検討 

○平成28年度 

       ・八雲保育園、まさご保育園の統合に着手 

      

     【今後の検討事項等】 

       ・乳幼児（０～２歳児）保育のさらなる拡充を検討 
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基本目標４ 人口減少・高齢化社会に対応したまちづくりを進める 

 

 

≪基本的方向≫ 

①高齢化社会への対応 

湯河原町の高齢化率は４割目前となり、高齢化が進展しています。国立社会保障・人口問題研究

所の推計では、平成72年（2060年）に49.4％の高齢化率になるものと推計されており、一層の高齢

化社会に適切に対応していきます。 

 

②人口減尐社会への対応 

空き教室（余裕教室）の活用や広域での教育指導主事の共同設置などを進め、尐子化に対応した

取り組みを進めます。 

 

③健康寿命日本一の実現を目指す 

健康寿命は、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間のことで、平均寿命

から日常生活に制限のある期間を除いたものです。湯河原の恵まれた地域資源を活用し「温泉」「運

動」「食事」「自然」「芸術」を取り入れた健康づくりにより、健康の増進と健康寿命の延伸を図る

ことで元気な高齢者を増やし、「未病を治す」取り組みを推進し、健康寿命日本一の実現を目指し

ます。 

 

 

数値目標 

 

 
実 績 

平成26年度 
（2014年度） 

実 績 
平成27年度 
（2015年度） 

目 標 
平成31年度 
（2019年度） 

介護認定者の割合 

※単純推計によるＨ31割合

＝約17.0％ 

15.0％ 14.7％ 
16.0％ 

※１％の抑制 

「未病」についての認知度 ― ― 70％ 
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具体的な事業とＫＰＩ（重要業績評価指標） 

 

 

 

１) 未病の戦略的エリア「未病いやしの里」構築事業（県西地域活性化プロジェクト） 

 

神奈川県が県西地域活性化プロジェクトに位置づけている「未病を改善する」取組を促進

するため、湯河原の恵まれた地域資源を活用し「温泉」「運動」「食事」「自然」「芸術」を取

り入れた健康づくりにより、地域の活性化と地域住民の健康寿命延伸を図る。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

「未病のみえる化コー

ナー」の年間利用者数 
― ― 120人 

 

【実施事項】 
○平成27年度 
・ME-BYO対策健康遊具を設置（桜木公園３基） 
・チャレンジデーを開催 
・「湯河原町民レクリエーションの集い」を開催 

○平成28年度 

・ME-BYO対策健康遊具を設置 

（宮上公園２基、亀ヶ原公園３基、総合運動公園３基、幕山公園１基） 

・チャレンジデーを開催 
・「湯河原町民レクレーションの集い」を開催 

       ・保健センターに未病コーナーを設置 

       ・「未病いやしの里の駅」へ町内施設を登録 

 
     【今後の検討事項等】 

○平成29年度 
・ME-BYO対策健康遊具の設置（柵口公園、蔵町公園）予定 
・チャレンジデーを開催予定 
・「湯河原町民レクレーションの集い」を開催予定 

       ・県西地域の広域連携強化を検討 
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２) 余裕教室の活用事業 

 

余裕教室については、学童保育や放課後こども教室の拠点として活用しており、今後も住

民ニーズを捉えつつ、さらなる利活用を図る。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

余裕教室活用件数 ７件 ８件 ２件増 

 
【実施事項】 
○平成27年度 
・学童保育、放課後子ども教室の教室整備 

○平成28年度 

・学童保育、放課後子ども教室の教室整備 
 
     【今後の検討事項等】 

・ランチルーム、特別教室及び部活動の充実に向けた利活用を検討 
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３) 町民が語り合う場づくり事業 

 

町内の福祉会館など施設を開放し、町民がゆったりと語り合う場づくりを推進する。また、

慶應義塾大学が中心に行っている「居場所プロジェクト」や「絵屏風プロジェクト」と連携

し、多世代が交流できる機会を創出する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

開放施設利用者数 ― ― 3,000人 

 

【実施事項】 

○平成28年度 

       ・慶應義塾大学主催による多世代交流の場としての「居場所」を開設 

       ・慶應義塾大学が中心に行った「ふるさと絵屏風」が完成 

 
     【今後の検討事項等】 

・「ふるさと絵屏風」の活用 

       ・「町民が語り会う場」としての福祉会館の開放を公共施設等総合管理計画で検討 
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４) 子どもフォーラム開催事業 

 

「笑顔あふれる最高の楽校（がっこう）の実現」と「小・中学校の接続」を目標とし、小

学生、中学生、保護者、教職員、地域の方々などの幅広い参加のもと、７日間の日程で開催

する。目標実現のための話し合い活動や交流を深めるためのアクティビティを実施して、最

終日に目標実現のための発表を行う。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

フォーラム参加者数 179人 221人 240人 

 

【実施事項】 
○平成27年度 
・子どもフォーラムを開催 

○平成28年度 

       ・子どもフォーラムを開催 

 
     【今後の検討事項等】 

・より一層、保護者や地域への広がりを持つ取組を目指す 
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５) 図書館資料の宅配事業 

 

より多くの人に図書館資料を提供することを目的に、障がい者や高齢者など来館困難者に

対し、宅配による資料の貸出を行う。利用認定後、電話・ＦＡＸ・メールにより受付し、有

料でのサービスも検討する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

事業利用者数 ２人 ２人 50人 

 

【実施事項】 
○平成27年度 
・図書館資料の宅配を実施 

○平成28年度 

       ・図書館資料の宅配を実施 

 
     【今後の検討事項等】 

・高齢者を含めた利用者の促進 

       ・他市町村の事例研究 
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６) 交通丌便地域の解消に向けた事業 

 

高齢者など交通弱者を含め多くの方が気軽に安全におでかけできるよう、バス路線のない

交通丌便地域の解消に向けた対策を検討・実施する。 

 

 

 ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

事業効果の指標 
実績値 

平成26年度(2014年度) 
実績値 

平成27年度(2015年度) 
目標値 

平成31年度(2019年度) 

新たな交通対策の利用

者数 
― ― 20,000人 

 

【実施事項】 
○平成27年度 
・交通丌便地域を対象に「湯河原町公共交通に関するアンケート調査」を実施 

○平成28年度 

       ・湯河原町地域公共交通会議を設置 

 
     【今後の検討事項等】 

・湯河原町地域公共交通会議において交通丌便地域の解消に向けた検討 

       ・新たな公共交通による実証実験を実施 

       ・地域公共交通に係る計画を策定予定 
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第５節 ＰＤＣＡサイクル 
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

１ ＰＤＣＡの整備 

 

まち・ひと・しごと創生を実現するためには、ＰＤＣＡサイクルを導入して、基本目標に係る数値

目標（アウトカム指標）やＫＰＩの達成度等により計画の進捗状況を客観的に点検・評価し、その後

の取り組みの改善につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 計画策定（Plan） ······· 計画を立てる 

２ 実施（Do） ············· 計画に基づき事業を実施する 

３ 点検・評価（Check） ···· ＫＰＩにより事業の進捗状況等を点検し評価する 

４ 改善（Action） ········· 評価を基に計画を修正する 

 

 

 

まち・ひと・しごと創生 
の 実 現 

Action 

 

 Plan 

 

 

Do 

 

Check 

計画を立てる 

実施する 

改善する 

評価する 
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